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あすなろ会の第１２回総会が６月３日（日）北海適難病センターで開

かれました。

　

総会には室蘭や伊達および美唄など全道各地１６家族（１８名）の患

者と家族が参加して１年間の活動のまとめと今後の活動の方針が熱心に

話し合われました。

　

総会は太田会長より開会の挨拶、難病連伊藤代表の挨拶、来賓の大橋

晃先生（顧問医）よりの挨拶の後、医療講演として北海道大学医療技術

短大作業療法学科助教授、上野武治先生から「難病患者が陥りやす精神

的な悩みに対するアプローチついて」と題して、お話をしていただきま

した。

　

続いての、医療相談会では日頃悩んでいる病気に対する不安からくる

ストレスに、どう立ち向かったらよいのかという質問に先生9）真剣で誠

意あふれるお話しと相険は、大変ためになりました。

　

昼食を囲みながらの患者・家族交流会では日頃どうしているのかお互

いに話し合うとともに、自分の場合はまだ特定疾患の認定を受けていな

いので、経済的に大変だ、さらに健康保険法が改悪されればこの先どう

すれば良いのかという意見が多く出されました。

　

午後からは、畿11に赤塚収氏を選出し、討議事項に入り、１年間の活

動報告及び決算報告等が行われました。次に活動方針（案）、予算（案

）、会則改正（案）、新役員の提案があり提案事項すべてが、参加者全

員の拍手で承認されました。

　

最後に新役員を代表して、会長より、これからは友の会、会員として

手をとり合って共にはげまし合ってこの病気に立ち向かってゆくことを

蕎認し、午後２時過ぎに閉会となりました。

冰末ホ

　

仄療講渫ﾌおよびＥ疹相談会の内容は次号（２月予定）に詳しく掲

　　　　

載いたします、
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第１２回定期総会式次琳

１，開会の挨拶

２。北海道難病連の挨拶

あすなろ会会長

　　

太

　

口

　

賤

　

，?1

代

　

表

　

理

　

事

　　

伊

　

藤

　

廸

　

雄

３，医療講演と医療相談会（１０ ：１５～１２：○○）

　　　　　　　　　　　　　　　

北海道大学医療技術短期大学

　　　　　　　　　　　　　　　　

作業療法学科

　

助教授

　

上

　

野

　

武

　

治先生

４。患者・家族交流会

　

（１２：００～１３：ＯＯ）

　　　　　　　　　　　　　　　

昼食をとりながら・・・・●●●●●●

５。議

　

事

(１)

(２)

(３)

(４)

(５)

(６)

　　　　

（１３：ＯＯ～１４：ＯＯ）、

昭和５８年度

　

活動報告及び決算報告

昭和５８年度

　

監査報告

昭和５９年度

　

活動方針案及び予算案

あすなろ会

　

会則改正案

新役員の選出

その他（会員から出されるもの）
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１

昭和５８年度活動報告

　　　

こまじａt）ここ

１，咋年の総会において私達は「患者活動の原点にもどり会員のみなさ苦ﾉ~

　　

しみや悩みを共に理解しあい、励ましあいができる会へ」と発展させ

　　

ることお誓いあいました。

　　

患者自身が主催し運営するという、苦しい環境の中で２疾病の医療相

　　

談会（講演会を含む）と親子親睦会を実施し、それなりの成果を挙げ

　　

得たと考えております。

２．昨年の医療相談会を通じて昭和５９年度には全国多発性硬化症友の会

　　

北海道支部の結成と後縦靭帯骨化症及び大動脈炎症候群の患者会結成

　　

の準備を予定しております。

　　　　　　　　

’

３。医療や福祉の状況はますます厳しくなってきておりますが、苦しい中

　　

にも生きろ喜びを共にわかち合えろよう日常の活動を幅広く実施して

　　

ゅけはこやかでは杜会一般の理解と支援が得られることを確信して、

　　

運動を謨続してゆきたいと思います。

- － - 一 一 一

病
協
名：多

　

発

　

性

　

硬

　

化

　

症

力：北祐会神経内科病院

　

院長

　　　

浜

　

田

　　

毅

　　

先生

参加者：患者／家族・保険婦

　

５９名

病

　

名：後

　

縦

　

靭

　

帯

　

骨

　

化

　

症

共

　

催：北海道難病連札幌支部

協

　

力：北大病院整形外科

　

助教授･

　　　　　

金

　

田

　

清

　

志

　

先生

参加者：患者／家族・保険婦

　

９３名

　　　　

親子交流会（小学生以下）

協

　

力‘:聖母会天使病院小児科

　　　　　

卯

　

月

　

勝

　

弥

　

先生

　　　　

ボランティア（静修短大）３名一

参加者：

　　

７家族

　

１９名

Ｊ

　

－

和５８年度主な活動報

　

医療相談会

昭和５８年１１月１３日

昭和５９年

　

３月１８日

２。親睦交流会

　

昭和５９年

　

２月１１日



３－機関誌あすなろ

　　

昭和５８年

　

６月１０日

　　

昭和５８年

　

８月ＩＯ日

　　

昭和５８年１２月１０日

　

あすなろＩＯ年史（臨時号）

　　

昭和５８年

　

７月ＩＯ日

4

５

６

　

壹き

　　

１箆

あすなろ会第１１回総会

あすなろ回定例役員会

（ＦＩＳＩ＜）

　

Ｎ０.３４

　

No. 36

　

No. 37

No. 3 5

　

５月２９日

　

７月／９月

１２月／１月

北海道難病連の活動

昭和５８年度総会（札幌）

第６回合同レク（真駒内公園）

第１１回全道集会（旭川）

役員研修会（道立福祉村）

健保改悪反対全国一斉街頭

　　

署名運動

　

（全道各地）

４月１６日～17日

６月２６日

　

８月

　

６日～

10月

　

１日～

１１月

　

３日

チャリ子ぞクリスマスバーチｙ１２月１８日

健保改悪反対する全国決起集会１２月２４[１

第１[司顧問医懇談会

　

びて幸Ｍ・り冬i￥り汚－力

昭和５８年１１月ＩＯ日～１１日

３月ＩＯ日

７日

２日

(札幌)

(束京)

(札幌)

Ｑ）多色1予

　

２００部

　

２００部

　

２００部

２００部

出席

出席

出席

１５名

平均５名

平均５名

出席

　

３名

出席１２名

出席ＩＯ名

出席

　

３名

出席

　

６名

｀出席

　

出席

　

出席

６名

１名

１名

毎日新聞夕pl／読売新聞タf'i

北海道新聞夕pに多尭性硬化症

が取りあげられました。

昭和５９年

　

３月１５日～１６日

　

北海道新問夕刊／読売新聞夕刊

　　　　　　　　　　　　　　　　

に後縦靭帯骨化症が取りあげら

　　　　　　　　　　　　　　　　

れました。
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昭和５９年度活動方針（案）

１。医療相談会活動

　　　

-、

　　

会の基本的活動の中心であるので、いままで間催していない疾卵こ

　　

について、順次実施して行いと思います。

　　　　

（１）橋本病

　　　　

（２）漬こ無性

　

大

　

腸

　

炎

　　　　

（３）その他

２．患者交流会

　　

会を発展させるため継続して実施して行いと思います。。

　　

また、各地域にあすなろ会の支部をという声がありますので、交流

　　

会の場を地域的に広げてゆきたいとおもいます。

　　　　

（１）大動脈炎症候群

　　　　

（２）後縦靭帯骨化症

　　　　

（３）地域交流会（札幌／函館／帯広／室蘭）

３．全国多発性硬化症友の会

　　　　　　　　　　　

北海道支部の結成

　　

私達は病を克服し自立していくために、また患者同志が励ましあい

　　

諸々の問題を解決するために患者会を作り活動しています。

　　

また、あすなろ会を通じいくつかの患者会が結成されて今日にいた

　　

っております。

　　

医療相談会を通じ、多発性硬化症の患者さんから道内にも患者会を

　　

作ってほしひとの声がありましたので、北海道支部を結成したいと

　　

思います。

４．機関誌（あすなろ）の発行

　　

会員相互を結ぶ役割りを果たせるよう、患者・家族のみなさんの声

　　

を中心に編集し定期的に発行します。

５．関係団体との連携

　　

財団法人北海道難病連には引続き加盟し、その諸活動に協力してゅ

　　

きます。

　　

その他、稀少難病者全国連合会（あせび会）とは地域患者会として

　　

協力してゆきます。
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道難病連．難病集団無糾検診及び難病相談会の開催予定

一一一

１。難病集団無料検診の実施と相談員派遣（北海道共催）

　　　

函館、苫小牧、帯広、富良野、北見

２．難病相談会（各市町村、各保健所の協力）

　　　

根室市、厚岸・浜中地区、標茶・弟子屈地区、岩見沢市

　　　

今金地区、南檜山地区、奥根室地区



Ｘ

(収 人 の 鄙）

昭和５８年度決算報告書
腿恥４

３
躊５

５
裴自

・

料　　目 予算額 決算糠 増　械 魏　萎

遵貴姉助金 500000 420000 －８００００

会　　貰 I 50000 21 3880 十63880

賛助会費

上部団体助成金 Ｏ ○ ０

寄附金 20000 5000 -16000
雑収入 S694 I 500 - 8 1 94

受取利息 5597 + 5597

特別会計繰入金 ○ 60000 + 60000 １０爾年史

ご･j茫繰越金 1 39506 139506 ○

Ｓ　　計 8 I 9200 845483 -26283

　　

＼

　　　　　　

・

　　　　　　　　　　

会計担当

　

白鳥●

　

俯

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

丁丿

　　　　　　　

会計監査報告書

上記の件について、厳正なる監査の結果適正であることを幡告いたします．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

留和５９年４月？０□

　　　　　　　

Ｊ
会計監１

　　

剌

　　　　　　　

ノ

マ
９

て
１￥
』
Ｊ
が

ｊ
ｌ
『

(支 出 の 郎）

科　　目 予算額 決算輯 竃　禅 鏑　響

Ａ．妾騰貴 88000 133375 + 4TtT≫

１．瞰瀋参加舞 3 5C 0 0 64950 2≪8pO
Ｓ'Ｊ・ Ｗ
タgrfZ●ダ夢ｆ

２．役員会 50000 87325 ＋1711●IS

Ｂ．負担金 １７４２００1 74200 ｑ

１．加重分細巻173000 1 73000 ０

2. HSK分 1200 1 200 ｐ

Ｃ．事業費 ５２５り00 485399 -39B0I

１，検診相談会 ○ Ｏ ｐ

２．患者大会 60000 6442 1 + 4421

３，研修会

４．医療相談會220000 I 44474 -75526

５．活動鵜 ○ I I 880 + 1 I 860

６．機関貰 205000 224644 + 19644 /の考察廼

７．相談員補助 40000 40000 Ｏ

Ｄ．維持運営費 1 5000 53050 ＋３８０６０

１．事務用品黄 20･○○ 7080 ＋５０８０

２、通唯費 1 000 Ｏ －　1000

３．資料費 I 0000 ６００ - 9500

４．交通費 ○ ○ ○

５．雑費 2000 46470 + 43470 ｚ7SS
Ｅ．次期繰越金,． 20000 ５６９ -1S44 1

合　　計 81 9200 845483 + 26283



(収 人 の 郎）

町和６９年度会it予算書（富）

自
至
昭和５９年４月･1日

昭佃６０年３月３１日

料　　目 ５８決算 ６９予算 隋　　　用

｜

配分交付金収入420000 420000

会費収入 184 3*80 200000

賛●会員収入 39500 30000

事業収入 ○ 24000

寄爾兪厭人 6000 1 0000

受取利息収入 ･5697 5000

雑　収　．人 1600 10000

舛4/ﾉ晋fﾂﾞ 乙ﾀ､クぶ7a

前鶴縁纏血 13 9 5 0 6 ６５９

・　合　　計 845483 699669

(支出の郎) (Nol)

科　　目 ５８決算 ６９予算 挟　　　用

Ａ．事騰貴 6 17674 470000

建炳遵参加贋 64950 40000 全道大1負（iS市）飽

役員会軟 67 3 25 40000

研修舎費

医療講演会 20000 性大腸炎

患者大会 6 4 4 2 1 60000 総会

療育キャンプ

-●Aiーl参●.rヽ

　　　　　　　　　　ｌ

４

(No2〉

科　　ｌ ５８決算 ５９予算 摘　　　同

医療相談会 ! 44474 I 20000 橋本嘴・大勣●炎鳶娯群鮑

実態調査費

機関誌翼 324644 130000 年3～4●

指導パンフ， 20000 あすなろ●しおり

噛区育成貴 30000 轟錐／富■

相談員袖助費 40000･ 20000 電話料麹

活　勤　費 1 1 8 60 1 0000 慶弔費鮑

-

Ｂ．負担金 174200 1 85000

維持会費 I 73000 173000 避難廃港

全国会負担金 10000 あせび金員

ＨＳｋ負担金 1 200 ^000 上納金

Ｃ．　維持運営費 53050 39559

通信交通費 10000

事務局費 7080 20000 事務用晶、構粍晶

資料費 ５００ ｀５０００

雑　　貫 45470 4559

●Ｗ

Ｄ．次期繰越金 ５５９ 5000

ｌ．　　Ｉ　　　　　　　　　Ｉ



昭和５９年度

　

新

　

役

　

員

　

名

　

簿

会

　

長

副会長

(兼事務局)

連営委員

運営委員

運営委員

運営委負

運営委員

運営委.員

運営委員

運営委員

太

　

田

　

隆

　

男

　

（患､者、突発性難聴

　　　　

）

白

　

鳥

　

藤

　

夫

　

（家族、先天性染色体異常症）

藤

　

沢

　

平

　

和

　

（家族、ウイルソンミキティ）

板

　

垣

　

憲

　

一

　

（家族.い=フリンリヘ勺ぜニノ

　　

）

並

　

木

　

幸

　

子

　

（患者、大動脈炎症候群

　　

）

丸

　

山

　

典

　

子

　

（患者．大動脈炎症候群

　　

）

狩

　

野

　

門

　

子

　

（家族．ネフローゼ

　　　　

）

吉E日

　

富彦（患者ﾉ茸ま毎冶荏石暖卸）

北

　

村

　

勝

　

明

　

（家族、多発性硬化ざ

　　　

）

桝

　

本

　

久

　

夫

　

（患者i多発性硬化症

　　　

）

運営委貝

　　

飯

　

間

　

劈

　

子

　

（患者､ｳJ;.ふ力り又そﾔ／

運営委員

　　

石

　

崎

　

真珠疲

　

（患者．

監

　　

査

　　

嘉

　

指

　　

毅

　　

（家族､レッワトヂ岫０レ

監

　　

査

　　

杉

　

山

　

洋

　

子

　

（患者．大動脈炎症候群

）

）

）

）

串

　

串

　

奉

　　

値り様のご協力をお願いいたします

　

孝

　

＊

　

＊

１１月に新しい患者会ができた為に。２名の運営委員が欠になってしまい

ました。

どなたか、会の運営にご協力して下さる方がおりましたら、友の会へ連絡

ください。

仕事は機関誌「あすなろ」の印刷。発送、医療相談会の準備等があります。

　

（連絡先）業病センター(512-3233)又

　

白鳥（

　　　　

）まで

-Ｓ－゛



「あすなろ会」会

　

則

第１条

　

名称および事務所

　　　　

本会は、個人参加難病患者と家族の会「あすなろ会」と称し、事務所を札

　　　　

幌市内に置く

第２条

　

入会の資格

　　　　

本会は、病気に苦しむ患者、もしくは家族の方であれば、その病気の種類

　　　　

にかかわらず碓れでも入会できる。

　　　　

また、会の越旨に賛同し、精神的、物質的に協力していただCﾅる方は賛助

　　　　

会員になることができる。

第３条

　

会の目的

　　　　

本会は、会員相互の励ましと、協力を中心として、難病に苦しむ患者が生

　　　　

きる権利と、明るい療養生活の確立をめざし、あわせて道民の福祉増進と

　　　　

、医療の向上を目的とする。

第４条

　

事

　

粛

　　　　

前条の目的を達成するために、次の事業を行なう。

　　　　

（１）会員相互の励ましと。協力を促進するために機関誌（誌）の発行

　　　　

（２）医療相談、研究会、懇親会などの開催

　　　　

（３）遣内の医師、病院、その他医療関係機関との関係を蜜にして協力を

　　　　　　　

要請する。

　　　　

（∠1）原因も治療法もわからず、永い年月病気に苦しむすべての患者を蔵

　　　　　　　

病として認め、医療費の公費負担を訴える活動。

　　　　

（５）患者と家族の生活不安をなくすために必要な行政措置を要講する運

　　　　　　　

勤。

　　　　

（６）病類別の患者と家族の会・守る会等を拡大させ、組織する活動。

　　　　

（？）

　

その他必要と思われる活動。

第５条

　

運

　

営

　　　　

会員は平等であり、会員の悩み・意見・要求を基礎に民主的に運営する。

第６条

　

役

　

員

　　　　

本会に次の役員をおきます。

　　　　

（１）会

　　

長

　　

１名

　　

一

　　　　

（２）剔

　

会長

　　

２名（内１名は難病連を担当し他の１名は事務局の統

　　　　　　　　　　　　　　

括にあたる）

　　　　　　　　　　　　　　　　

-？-/

　

－



(３)

(４)

(５)

運営委員

査
間

監
顧

若干名（疾病別および地域別に選出し任務を分担する）

２名

若干名

会長及び監査は緯会において選出し、その他の役員は会長が任命し、総会

の承偲を得る。但し顧間は運営委員会が推挙する。

第７条

　

会

　

議

　　　　

１．本会の会議は総会と運営委員会とし、会長がこれを召集する。

　　　　

２．定期総会は毎年１回開催する。

　　　　

３．本会の議決はすべて出席者の過半数をもってこれを決定し、可否同数

　　　　　　

のときは議長の決定による。

　　　　

４．会則の決定及び変更、予算、決算並びに活動経過報告と活動方針は絲

　　　　　　

会において承認されなければならない。

第８条

　

運営委員会

　　　　

運営委員会は､ヽ絲会の議決事項の執行、あるいは総会に付灘すぺき事碩等

　　　　

、会の運営を協議するため必要に応じて開催する。

第９条

　

経麹と会計年度

　　　　

１．本会に必要な経費は、会費、賛助会舞、寄忖金、交付金及びその他の

　　　　　　

収入をもってこれにあてる。

　　　　

２．会費は会員年間2, 40 0円とする。（但し、会興で生活保簸｡ての

　　　　　　

他の事情のある場合は運営委戦会にて兌除する。）

　　　　　　

新人会員は、入会金及び資料代として月額２００円を。その次の年度

　　　　　　

からは年間会費2, 400円を納入すろ。

　　　　　　

また賛助会員はin2, 000円とする。

　　　　

３．本会の会計年度は、４月１日より翌年の３月３１日とす乱

第ＩＯ条

　

加盟団体

　　　　　

本会の目的をより深く、広く達成ずるために、財団法人北掩道敵病団体連

　　　　　

絡協議会（略称＝難病連）に加盟･し、積極的に協力して活動をすすめます。

第１１条

　

弔慰費

　　　　　

弔慰費は正会員のみ１人3, 000円とする。

第１２条付則

　　　　　　　　　

”

　　　　

本規約は昭和49年11月

　　

日より施行

　　　　

昭和５２年３月１日１部改正。

　　　　

昭和５９年６月３日１部改正。



　

会員からのお便り

原

　

た

　

か

　

（東京都）

　

この４月から体調わるく５月から動脈炎による喀血がはじま

　　　　　　　　　　　　

って、現在療養中です。「あすなろ会」の発展は私のよろこ

　　　　　　　　　　　　

びでしためｋお伺いできません。

　　　　　　

、

　　　　　　　　　　　　

力を合わせて「あすなろ会」の本来の活動に立戻り運動の軸

　　　　　　　　　　　　

をひろげていかれますようはるか東京より顕っております。

阿部千代子（静内町）ｙい桜の茎もようやく綻びまして日高路にも遅い春が訪れパま

　　　　　　　　　　　　

した。この度は定期総会のお知らせを頂きまして有難う御座

　　　　　　　　　　　　

居ました。本来ならば出席致し度く存じ居ましたが３日はこ

　　　　　　　　　　　　

ちらの都合が着きかねまして出席できませんので何卒よろし

　　　　　　　　　　　　

くお願い申し上げます。

　　　　　　　　　　　　

書面に依りますと今年は私共の病気に付きましても色

　

御配

　　　　　　　　　　　　

ぼの程深く感謝申し上げます。

　　　　　　　　　　　　

益で会の御発展と皆

　

様の御健康を御祈り申し上げます。

高松

　

範子（函館市）拝啓、総会の案内有りがとうございました。

　　　　　　　　　　　　

昨年の家計簿を見ながらもうそろそろ総会があるなあと皆さ

　　　　　　　　　　　　

んに逢えることを楽しみにしておりました。でも封を聞けて

　　　　　　　　　　　　

見て残念・・・・・子供の運動会が６９３日で同日でした。

　　　　　　　　　　　　

とても残念です。でも、今回初めて函館支部の総会に参加さ

　　　　　　　　　　　　

せて頂き今年の全道集会が函館であること、あすなろ会の運

　　　　　　　　　　　　

営委興ということで私のできる範囲内でお手伝いさせて頂き

　　　　　　　　　　　　

ます。日程は７月２８日～２９日です是非この機会に夜景の

　　　　　　　　　　　　

スバラシイ函館へいらして下さい、お待ちしております。

長尾

　

畏男（帯広市）

　

今年は参加させて頂き度いと思って居りましたが６月初め家

　　　　　　　　　　　　

内が肝臓手術をする事になり参加する事が出来なくなり誠に

　　　　　　　　　　　　

残念に思って居ます。

　　　　　　　　　　　　

会の御発展を心よりお祈り申し上げます。

井須

　

史朗（旭川市）何も役員らしいことをしないうちに早や半年がたちました。

　　　　　　　　　　　　

そうはいっても日

　

の生活（勤務）そのものが戦いなのです

　　　　　　　　　　　　

から、よくやってきたともいえる半年でもありました。

　　　　　　　　　　　　

神経症ゆえのストレス、少しいいかなあと思って安心すると

　　　　　　　　　　　　

必ずお返しがやってきます。下手でも葉書の中に一輪の花を

　　　　　　　　　　　　

描いたりして、自分で楽しんでいます。

　　　　　　　　　　　　

仕事の方はやっと一人前ともいえる程度のようになったので

　　　　　　　　　　　　

はないかと自らに及第点をやっています。

　　　　　　　　　　　　

事務局の皆様も御身体に十分すぎるくらい留意されますよう1

幸坂

　

悦子（札幌市）

　

欠席させて頂きます。いつも御苦労さまです。

　　　　　　　　　　　　

私、「多発性硬化症」を煩いながらもセンターの相談員の方

　　　　　　　　　　　　

の御協力を頂いて、社会復帰を果たす迄になりました。

　　　　　　　　　　　　　　　

一一

　

/d-f

　

-



　　　　　　　　　　　　

まだまだ半人前ですが、それでも一生懸命頑張っております

　　　　　　　　　　　　

只日曜日は一週間の疲れをいやす為に家でのんびりしていて

　　　　　　　　　　　　

外出すろ迄にはいたっておりません。そんな訳で申し分けこ

　　　　　　　　　　　　

ざいませんが欠席させて頂きます。次のｒ会には出席させて

　　　　　　　　　　　　

頂けるよう頑張ります。

三端

　

孝子（常呂町）一度出席したく思っておりましたが、遠すぎる￥と子供が小

　　　　　　　　　　　　

さいので残念です。近くで何かの会があれば出席しようと思

　　　　　　　　　　　　

っています。”医療相談会”の活動に橋本病が上げられてい

　　　　　　　　　　　　

ました、一度橋本病の話しもお蘭きしたいと思っております。

阿部ナナ子（札榎市）私共の力になって下さる会に感謝致します。脈なし病で服用

　　　　　　　　　　　　

中のステロイドの剛作用で入院しておりましたが退院後もあ

　　　　　　　　　　　　

まり体調もすぐれず外出もままにならずにおります。

　　　　　　　　　　　　

申し訳ございませんが欠席致します。あすなろ会の発展を祈

　　　　　　　　　　　　

ります。

松山安次郎（室蘭市）後連絡頂きありがとうございました。病気に負けないようガ

　　　　　　　　　　　　

ンバッテ居ります。今回出席しお話しを聞かせて頂き又話も

　　　　　　　　　　　　

聞いて頂きたいのですか、務めのため出席出来ませんのでよ

　　　　　　　　　　　　

ろしくお願い致します。

安田

　

新子（旭川市）御案内の定期総会６月３日は義兄の３回忌と重さなりますの

　　　　　　　　　　　　

で誠に申し訳ございませんが出席出来ませんので悪しからず

　　　　　　　　

・

　　　

御了承下さいますように御願い申し上げます。

五十嵐信子

　

（釧路市）長い間ごぶさた致しております。役員のみなさんには、大変

　　　　　　　　　　　　

お世話になり何ひとつ御手伝いできない自分が心苦しいしだ

　　　　　　　　　　　　

いです。異常低温が続いておりますが皆さんお鼻体の調子は

　　　　　　　　　　　　

いかがですか、風邪に気をつけて下さいね。

　　　　　　　　　　　　

この寒さのせいか、私は身体の潤子がすぐれず、しびれと背

　　　　　　　　　　　　

中の痛みがはげしく。そこに胆石の疑いと言われ先生に安静

　　　　　　　　　　　　

にと言われたので申し訳ありませんが欠席させていただきま

　　　　　　　　　　　　

す。医療相験の時は自分勝手な事ばかり相談し、かんじんの

　　　　　　　　　　　　

総会に出席しないで申し訳ありません。

　　　　　　　　　　　　

機関誌あすなろではいつも励げまされています、まだ寒い日

　　　　　　　　　　　　

が続くと思いますが役興の皆さん、身体に十分気をつけてこ

　　　　　　　　　　　　

れからも私たちのた’めによろしくお願いいたします。

　　　　　　　　　　　　

私も病に負けずがんばります。

畢田ヨスミ

　

（恵庭市）･白内症の手術のため３月より入院し、憑院したぱかりアまだ

　　　　　　　　　　　　

外出するまでには無理なようです。皆様によろしく。

ｌ
ｌ
｀

″
″
″

(帯広市)

(三笠市)

(札幌市)

手術のため入院しました。会の発展を祈ります。

入院療養中ですので皆様によろしく。

同

-
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４毒ヤキ仏リりＴぢjなで/T". '' ,̂■ヽり心からのお便り。

が7E月Ξ’ン･、卜

　

（;jt､ごｙｉ↑i）

　

？ｊ甘Rト……に―i･*しこてこはj.｡･cなく春の兆しを感じられます。

ご臨の多発嘗丿九なり､ントじ｡以輿jj応土初め諸役員め方々ご配慮に依りとてとて

ノ

仏としてば出采ればもう少し臨簡を掛けて個々の話し合いの場が欲しかったと思

yいます。河か媒想との事ですが、ふともと文字が拙い上に目病み手術を控えての

みで失礼致します。その変りと享･Jﾍ雇でもありませんが北海タイムス俳壇に蛾っ

な非句をニヤ程お送りします。借こはに分経てますが、成長もなく駄作ばかりで

申訳ありませんが、この中から抜朴して最小限とりいれて載ければ幸と存じます

、宜数おーい歎します。

　　　　　　　　　　　　　

。

また、手術して全快しますれば下手な文字でも舛もづれずに書けると思います。

判読むずかﾐ､zい文字で恐;iしております。皆々様の一一層のご自愛をお祈り申しあ

げます。

1翠SE日ダＦｊ乞が芦

　　　　　　　　

r新

　

年J ･ ･ * ･ *

　　　　　　　　

「春」・･ ･ ･ ■

病歴二十二年（６３才）

・かくものとかに初日は忿の膝すべる。

・余生てふ語韻も較し春袷。

　

ほたる草浄土を照す春明り。

　

再発の兆しマヒ身や半夏生。

　

畳はふ蜘蚊へ殺意や夜半独り。

　

丘の墓慕情殉古む遠郭公。

「

　

－

　

」・｡･・・・・夏草や殉諭きもの亡夫の事。

　　　　　　　　　　　

死ぬまでの屈背マヒ身や半夏生。

　　　　　　　　　　　

妁くる日や墓石音して水泌みる。

　　　　　　　　　　　

阿貴なく疼くマヒ夜の夏の果て。

　　　　　　　　　　　

疼かず眠る只それだけを夏の倖。

　　　　　　　　　　　

虹を駆け浄土の夫と逢漂かな。

「

　

秋

　

」・・・・・・六十路にもまだ夢がある秋の天。

　　　　　

，

　　　　

あるがままマヒ身命据えて秋彼岸。

「

　

冬

　

」・・・・・・黙すあり私語あり峡の冬木立。

　　　　　　　　　　　

木枯やかかる難病持ち古りて。

　　　　　　　　　　　

気負ふ事有りて生がい寒のマヒ。

　　　　　　　　　　　

踏み踏みてマヒ肢寒の廊きしむ。

　　　　　　　　　　　

まっよ一病居直る凍夜の茶のすまさ。

　　　　　　　　　　　

汗榜詑歩行訓練外は寒気。

　　　　　　　　　　　　　　　　

禅田ヨスミ（俳号＝好見）

WF

- ﾉ／-



ﾉｘj31!?硯海Sｒ三Ｆ(ｊ叱jｔ琵原i)

　

あすなろ会の皆疆お元気でしんうふ八先口の]を盾二で皆様にお合になりまして

から、またとても良い七話;………j･､!･l｀さ､1こ' "* '■こなっからは、･-‥ぺ)‥‥一つが巡｡殯になる事

ばかりでした。

私自身も皆様のささえがと八ノンそ‥

　

＝とても痛心ぷいたす淆です、

これから、生活面でも自分う/バゾjては、とうにもなりませんので･･･一時は気持も

めいっていた事がありまし4-., ■f .　ｉあすなろ会Jに入会しましてから自分自身

気持もおだやかにりました。

この交流会を持って頂た事一人一人の御意見などをきかせてもらっ事で第二の人

生をスタートが出来ると思､つております。

また、皆様にお合いしてからとても明いのでびっくりいたします。これからも自

分にとって、いっぱいわからない点ががありますので多数の相談相手として、良

きライバルである事で皆様にも御協力をお願いすることよろしくお願い致します

私も近々、北大の方に予約になっております。

　　

それではこの辺で失礼します

井須史朗（旭川市）

　

旭川からＬ特急に乗り、地下鉄、タクシーと乗り継いで難病センターに着いた

あすなろ会事務局の協力でＭＳ（多発性硬化症）の医療相談会がもたれることに

なったのは意外なまでのスピードだった。７～８人来ていればよかれと思ってい

たにもかかわらず喜ぶべきことに いや、悲しむべきことだろう

５０人を越える人々が集っていた、各々の草いをこめて。

　

「オーバーはちゃんと所定のところに置いて下さい」と私をたしなめた人が、逝

難病連をここまでにした伊藤建雄さんだった。

患者の立場に身を寄せつつも、ピシヤりと言うぺきことは言う浜田先生にも好感

がもてたし、私と病いを共通にする患者さんたちの姿にも希望がもてた。

悲槍感、あきらめに陥いりがちな毎日にあって、努めて腸気な楽天的な人生にし

ていこ、という気概を固めた一日でもあった。

Tvl S 3i:（Z）１１１ﾆ1ヒＷ審丿蝕Lこ支:吝13の結成のための一助となれば嬉し1，

安心できる

①老菱.･１
吉

　

田

　

富

　

彦

この世

病めるもの．

ごと、我は、

-

／２

　

-･

世に用はなしかくの

思へり、汝も思ふや．

　　

読人知らず魏兼



北海道後縦靭帯骨化症友の 会 £略長1

　

１１月１０日（土）午後１時より札幌市中央区にある北海道難病センター

おいて、「北海道後縦靭帯骨化症友の会」の結成大会が。患者とその家族や

医療関係者などδＯ名以上もの方々の参加を得て。盛大に開かれました。

　

大会には歩行障害をはじめとして、さまざまな不自由にもかかわらず、遠

帯広や室蘭など全道各地から･Z/家族（５０名）の患者と家族がかけつけま

た。

　

また、この病気に深い感心をもたれている、保健婦さん、看護婦さん

多数各地から参加下さいました。

　

あすなろ会、白鳥事務局長の司会ではじめられた大会は、この友の会の母

となった個人参加難病患者患者の会「あすなろ会」の太田会畏より開きの挨

および北海道難病連、伊藤代表から結成までの経過報告をいただき、41必読

来賓の挨拶、ご紹介や祝電の披露哨ありました．

　

次に．この病気になってから自分達の生活がどうなったのか．現在はどｙ

の病気と闘っているのかをー後縦靭帯骨化症患者の実態と訴えーと題してぺ

田弘さん．赤塚収さん、福田京さんの冶人の方々が発表しました．

　　　

バ

この病気になった為に、幸せだった家庭が家族が、バラバラになってしまっ

こと、病気のために仕事を辞めなければならなかったこと、将来への不安に

も寝ろことも出来なかったことなど、患者本人だけでなく家族もいかに苛酷

体験をさせられ､たかを、決して他人には話したくないことを勇気をもって切

I

j
a
.
Ｓ

>

l
u
ｎ

1

ｉ

と訴えられ、しかも｡自分達が今しっかりと生きゆかなければ、子供達になに

っも残してやれない｡子供達に病気に負けぬ精神とけん命に闘っている姿を、

てほしい、早く治療法が確立､され一目も早く社会復帰したいと訴える３入の

に、出席している誰もが聞きのがすことかでないほどの感動を呼びかけまし

私達と同じ思いをして来たのか、私達より重い障害をもち、苛酷な人生を歩

ながら病気に立ち向ってきたのか●●●

　　　　　　

・

一人びとりの訴えに共感と深い感銘を呼び、熱い思いが会場内をつつみ､まし

　

当日は、報道関係者、医療関係者も多数出席されており、、ごの訴え｡を聞い

後この病気の早期確立を急がなければとの話しをされていたことが、なによ

もの成果だったと思います。

　

議事は進み、友の会会則と役貝を全員一致で決めた後、原因の究明と冶療

の確立などを訴える大会決議文、要望書を採択して熱気と感動のうちに､無事

成人会を終えました。

　

休憩の後、ひき続き北海道大学医学部盤形外科金田清志先生の「後縦靭帯

化症の治療と療養指導についてjと語しで。記念講演をしていただき、８ミ

などを使用されての解説をしていただきました。
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医療相談会では，金いけ，

話しと相談に．出席者力ぐ

れました，

Ｅをにぺ･バ=jlj .y･

　

人長息･=万にな
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トビ，ふくの方から声が寄せら

　

これからは友の会、会員として手をとり合って共にはげまし合ってこの病気

に立ち向つてゆくことを確認し。来年また再会しましょうと約束しながら午後

４時すぎに閉会となりました。

　

友の会桔成大会の準備や当日の会場運営にご協力下さいました皆様に心から

御礼いたします。

また、お忙しいなか心よく私共の講演や相談をして下さった３人の先生方に痕

めて感謝いたします。
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こ
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縦
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同
日
午
後
一
時
か
捉
昶
市
中
央
区

の
遣
難
病
セ
ン
タ
ー
で
閥
か
れ
た
「
友

の
会
」
結
成
大
会
に
は
漑
内
各
地
か
ら

五
十
人
の
患
者
が
参
加
。
医
療
相
談
会

の
開
卿
な
■
A
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＊
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:
と
し
た
活
助
が
針
を

決
め
た
あ
と
、
小
山
克
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会
長
ら
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を
滋
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①
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院
へ
の
通
剪
念

- ⇔

凛
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一一一一一一 -

原
馮

木末＊

　

編集担当からのお願い

　

末冰水

編集担当では、「あすなろ」に掲蛾させ

て頂く皆様の詩、或るいわ皆様の声を募

集しております。

掲蛾の場合、イニシャルを希望する方は

一言明紀下さい。

　　　　　　　　　　　　　　　　

以

　

上



全国多発性硬化症友の会北海道支部発Ji!

　

１１月１８日（日）午後１時より札収市中央区にある北海道難病センターに

おいて、「全国多発性硬化症友の会北海道支部」の結成大会が、患者とその家

族や、医療関係者など､知名以上ものが々の参加を得て、盛大に開かれました。

　

大会には歩行障害をはじめとして、さまざまな不自由にもかかわらず、遠く

函館や室蘭など全道各地から２７家族（､裁名）の患者と家族がかけつけまし

た。

　

また、この病気に深い感心をもたれている、保健婦さん、看護婦さんも

多数各地から参加下さいました。

　　

。六

　

・

　

あすなろ会、白鳥事務局長の司会ではじめられた大会は、この友の会の母体

となった個人参加難病患者患者の会rあすなろ会jの太田会長より開会の挨拶

、全国多発性硬化症友の会の松川事務局長より全国会を代表しての挨拶および

北海道難病連、伊藤代表から結成までの経過報告をいただき、ひき続き来賓の

挨拶。ご紹介や祝電の披露がありました。

　

次に、この病気になってから自分達の生活がどうなったのか．現在はどうこ

の病気と闘っているのかを一多発性硬化症患者の実態と訴えーと題して、小寺

沢陽一さん、北村勝明さんの２人の方々が発表しました．

この病気になった為に、幸せだった家庭が家族が、バラバラになってしまった

こと、病気のために仕事を辞めなければならなかったこと、将来への不安に夜

も寝ることも出来なかったことなど、患者本人だけでなく家族もいかに苛酷な

体験をさせられたかを、決して他人には話したくないことを勇気をもって切々

と訴えられ、しかも自分達が今しっかりと生きゆかなければ、子供達になに一

つも残してやれない、子供達1こ病気に.負けぬ精神とけん命に闘っている姿を見

てほしい．早く治療法が確立され一日も早く社会復帰したいと訴える２人の話

に、出席している雄もが閔きのがすことがでないほどの感動を呼びかけました、

私達と同じ思いをして来たのか、私達より重い障害をもち．苛酷な人生を歩み

ながら病気に立ち向ってきたのか・・・

一人びとりの訴えに共感と深い感銘を呼び、熱い思いが会場内をつつみました．

　

当日は。報道関係者、医療関係者も多数出席されており、この訴えを聞いた

後この病気の早期確立を急がなければとの話しをされていたことが、なにより

もの成果だったと思います。

　

畿事は進み、友の会会則と役員を全員一致で決めた後、原因の究明と治療法

の確立などを訴える大会決議文、要望書を採択して熱気と感動のうぢに無事結

成大会を終えました。

　

休憩の後、ひき続き北海道大学医学部脳神経外科田代邦雄先生のr多発性硬

化症の治療と療養指導について」と題して。記念講演をしていただき、８ミリ

などを使用されての解説をしていただきました。

£



　

医療相談会では、田代先生をはじめ、３人の先生方の寞剣で誠意あふれるお

話しと相談に．出席者から、大変ためになったなど、多くの方から声が寄せら

れました．

　

これからは友の会、会員として手をとり合って共にはげまし合ってこの病気

に立ち向ってゆくことを確認し、来年また再会しましょうと約束しながら午後

４時すぎに閉会となりました。

　

友の会結成大会の準備や当日の会場運営にご協力下さいました皆様に心から

御礼いたします。

また、お忙しいなか心よく私共の霧演や相談をして下さった３人の先生方に改

めて感謝いたします。
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同
庭
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こ
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参
加
者
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閻
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だ
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会
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や
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方
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①
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法
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が
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治
療
と
療
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」
の
テ
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マ
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で
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今
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、
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医
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相
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会
。
田
代

助
教
授
を
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め
、
巾
立
札
幌
病

院
の
真
銅
良
吉
医
師
、
北
拓
会
冲

経
内
科
到
院
の
浜
田
毅
医
師
、
中

村
記
邸
Ｍ
院
の
伊
藤
直
樹
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師
が
　
　

相
談
に
心
じ
た
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闘病の悩み、生活不安の訴えが出された「多発性硬
化霞」道支部の結成大会＝札幌・難痢センターで
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宋卜黛ま･ダ零本名家本冰零本

機関誌と一緒に皆様のお手杵に会費納入の為の郵便振替用紙を

岡封してありますので、未納の方は納入の程よろしくお願

　

い

します。

また事務局の手遂いや行き違い等で、納入後に購求が届いた嬌

合は、ご容赦の上お手数ですが申し出て下さい。

なを、郵便振替に限り領収書の発行を割愛させていただいてお

りますので、一年間は控えを保存して下さい。

会費は、会輿は年間2, 400円、賛助会員は年間２，０００

円です。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

、

郵便振替口座名

　　

あ

No

　

小･

　

４

会
９

　

０

ろ
７

　

一

な
１
す
樽

W I W － － . 6 → 7 〃 一 一 ● -

あすなろ会に毎年、年末に匿名で寄付が送られてきます、今年

も１２月１７日（小樽消印）に５０００円が同封されており、

　　　

心畷かいお気持ちどうもありがとうございました。

金の活動に役立てたいと思います。

　　　　　　

■■－･
手紙が岡封されておりましたのでご紹介いたします。

前略

ごめん下さい。

　

会の運営何かとご苦労が多いことと推察いた

します。

　

何もお手伝いできずにおりますが、同封のもの少し

ばかりですが、何かのお役に立てていただきたいと思います。

道はけわしいことと思いますが、どうぞ頑張って下さい。

失礼致します。

●か I ● W － -

冰本水

　

医療祖鱗會の予定について

　

本末末

まだ、実●していない橋本痢､噂傷性大関炎の２疾病の医療相岐会は

３月または４月に難病センターで実施する予定です。

-

／７

　

-゛゛
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第;１

　

２ 回全道集会に参加された皆さん

昭和５９年７月２９日

　

函館青函連絡船内にて（１７家族２８名参細）

＊零本木本本家＊＊水驚

　　

編

　

集

　

後

　

記

末末本案＊＊＊＊寒水＊

もう師走です、会報:をやっと年内に皆さんにお届けすることが

できました。

今年は、異常気象が続き皆さんは体調をくずさずに過せたでし

ようか、難病患者になると何となく気の強い人でも弱くなって

しまいますが、お互いはげましあい治療法が確立されるまでが

べばりましょう･

今年は、あすなろ会から「北海週後縦柳帯骨化症友の会」と「

全国多発性硬化症友の会北海道支部」が独立しましたが、あす

なろ会には、まだ原因すら明らかになっていない、特定疾患す

らなっていない、患者・家族が数多くおります。

従って、今後原因の究明と共に治療法の確立を促進してもらえ

るよう、関係機関に働きかけをして行きたいと思います。

また、同封の実態調査アンケートによって「あすなろ会」の今

後の方向を模案したいと思いますので、会員の方々の御報告を

切望いたします。

八
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ン
リ
ム
～
・
嘱
淋
り

を
み
白
白
～

一一一一

新
患
者
組
織
、
加
わ
る
が

／９ 一一一
-

一 一 一 一

　

難
病
に
原
疋
さ
れ
て
い
る
「
後

縦
じ
ん
帯
骨
化
押
ご
と
「
多
発
性

・
硬
化
－
芒
に
苦
し
む
渥
内
の
患
者

だ
ｔ
ｔ
、
廟
榊
感
を
ｍ
め
て
い
こ

:
Ｋ
＼
＼
m
ｚ
中
に
相
次
い
で
｛
友
の

f
＜
ｕ
-
ｒ
瞰
支
那
｝
を
結
成
す
る
。

！
岡
務
に
加
入
す
る
が
、
『
閥
題

は
食
り
湘
営
責
金
。
同
雌
病
迩
は

。
助
虞
金
増
眼
を
資
望
し
て
い
る

か
、
’
漑
衛
生
郁
は
概
し
い
財
政
事

禰
ｅ
タ
テ
に
、
反
応
は
い
た
っ
て

一
冷
た
い
パ
’
「
税
の
無
駄
瀦
い
な
り

す
れ
ぱ
。
わ
ず
か
な
額
の
、
切
実

な
要
求
な
の
に
」
ト
ト
と
同
難
病

廓
は
訴
え
て
い
る
。

　

「
畿
縦
じ
ん
帯
帰
化
岸
」
は
、

せ
き
励
の
φ
ん
帯
が
骨
化
し
、
そ

れ
が
せ
き
髄
を
圧
迫
、
手
足
の
し

ぴ
れ
や
知
覚
、
運
勁
機
能
マ
ヒ
が

生
じ
る
。
避
内
の
推
定
患
者
数
は

七
、
八
百
人
Ｊ

　

働
き
綴
り
の
男
性
に
多
く
、
衝

突
や
転
落
な
ど
の
事
故
の
後
遡
庇

と
勘
違
い
し
て
い
る
ヶ
Ｉ
ス
が
多

い
と
い
う
。
原
因
不
明
の
こ
の
碇

状
を
発
見
、
治
療
で
き
る
の
は
道

内
で
も
人
学
付
傾
病
院
に
限
ら

れ
、
患
者
た
ち
の
閲
で
冶
療
法
と

釣
果
へ
の
不
安
が
強
い
。
し
び
れ

や
痛
み
か
ら
通
院
も
閑
難
な
和
合

が
多
く
、
手
術
体
験
者
の
話
や
お

互
い
の
情
報
を
交
換
し
、
励
ま
し

今
つ
匈
を
と
い
う
こ
と
か
ら
「
友

の
会
」
春
干
日
、
結
成
す
る
こ
と

に
な
っ
た
。

　

ま
た
、
神
経
の
髄
し
ょ
う
が
突

然
、
欠
落
し
て
祝
力
障
ア
ノ
し
ぷ

障
硯
手
足
マ
ヒ
に
陥
る
苔
特

性
硬
化
庇
」
の
患
者
た
ら
や
Ｉ

両
友
の
会
の
　
１
直
支
昂
を
Ｉ
ヘ

日
に
結
成
す
る
。
国
回
レ
レ
ド
。

に
、
あ
る
日
突
然
醍
？
て
く
る
質

病
で
、
寒
い
地
域
に
多
～
粕
‐
刀

え
ら
れ
る
、
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あせぴ会第八回飴会終る

‐稀少鯉病患者の医療福祉を求めー

　　　

ひきつづき国会請願署名運動を丿

洙

ふ
’
こ

　

‥
回
～
会
は
．
乱
Ｉ

八
Ｈ
’
、
Ｉ
こ
こ
～
朗
十
時
三
ｉ
Ｉ
レ
開
催
さ
れ
・
ｊ

し
た

い
六
～
・
加
ご
こ
甲
に
は
、
午
後
の
ぺ
療
川
μ
会
に

Ｉ
加
才
Ｊ
Ａ
こ
Ｉ
’
ご
に
に
か
り
の
ぐ
昌
や
、
ｙ
の
‘
辺
言

に
う
衿
を
感
し
て
か
吋
つ
け
た
会
員
"
ｒ
t
ど
、
は
じ
め

て
の
i
t
:
''
J
れ
き
か
く
、
一
様
に
白
不
・
‐
で
っ
ら
則
Ｇ
ｊ
・

な
流
～
ふ
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　

総
会
は
司
会
者
挨
拶
に
つ
づ
き
介
長
か
ら
、
ご
’

問
を
拓
り
返
え
り
幾
多
の
俐
露
を
な
り
越
え
。
に
い

の
総
会
開
催
に
至
る
ま
で
、
事
務
局
で
世
い
９
’
れ

た
ア
い
ニ
イ
ト
の
方
、
一
月
か
ら
り
竹
ヤ
。
一
に
な
『
。

だ
荒
‐
氏
は
し
め
。
事
侈
局
を
支
え
で
ト
｛
≒
だ
力

々
に
吋
し
感
謝
の
言
葉
が
あ
り
、
。
'
^

≫
Ｊ
今
Ｉ
？
り
は
。

初
心
に
か
え
り
、
原
点
を
み
つ
め
た
運
動
に
、
共
に

』
刀
を
結
渠
し
て
～
し
い
、
と
樅
侈
づ
と
り
ま
'
｡

･
I
'

　

続
い
て
。
床
机
’
‐
’
Ｌ
で
令
詐
心
回
会
に
八
で
・
９
る
に

木
正
行
氏
（
脊
髄
小
脳
変
成
症
友
の
会
剛
会
長
）
よ

り
、
お
祝
い
０
　
言
葉
を
い
た
だ
き
、
祝
電
、
メ
″
セ

ー
ジ
防
露
の
あ
と
、
議
長
に
山
日
通
氏
を
選
出
、
討

議
Ｉ
項
に
入
り
ま
し
た
。

　

よ
４
恟
生
い
１
哨
は
、
巾
務
‥
り
の
見
川
氏
か
ら
、
三

丿
り
り
に

　

い
八
ダ
↑
い
で
の
漸
定
=
J
謡
人
会
を
発
足
、

｛
八
Ｊ
宍
任
に
ぐ
決
め
、
会
運
営
も
こ
れ
ら
の
人
々
の

八
‥
こ
に
よ
り
汀
わ
れ
て
き
た
こ
と
が
楠
足
説
明
さ
れ
．

　
　

’‘
い
し
・
；
乱
つ
、
予
算
｛
寥
｝
、
新
役
員

の
に
Ｉ
ｌ
も
り
で
新
役
‐
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
会

の
心
-
J
.
-
-
か
め
に
μ
力
を
申
し
出
る
公
員
も
あ
り
、

り
晏
し
Ｉ
‐
丁
｛
て
か
、
参
加
者
令
-
･
＾
の
拍
手
で
承
認

グ
バ
ｔ
’
μ

　

作
・
’
ド
レ
ロ
Ｖ
-
i
‐
人
し
て
、
会
長
よ
り
、
心
機

一一

･
-
≪
-

-
-
.
^

当
‐
ぴ
咄
心
に
か
え
り
、
二
年
後
に
迎
え

る
ド
ヅ

　

ー
ジ
え
‘
実
り
あ
る
も
の
に
す
る
た
め
。
共

に
Ｉ
…
…
…
…
け
て
い
き
ま
し
よ
う
と
い
う
挨
拶
の

あ
『
ペ
ト
グ
ｙ
ピ
ー
ル
を
採
択
、
十
二
時
十
分
前
r

無
已
し
≒
’
い
た
し
ま
し
た
。

昭

和

そr

ゲ

　

し

弔
鯛
い
長
兼

乱
公
良
代
行

八
十
年
度
役
員

呻
エ
ミ
子
（
膠
川
病
）

荒

川

ご
郎
（
嘔
櫛
）
Ｉ
従
片
）

余

　

計

　

御
哨
び
雄
（
賛
助
会
Ｕ
）

ZZ

公

計
公

　

。

　

佐
藤
康
江
（
レ
。
ク
リ
ン
ク
ハ
ウ
ゼ
ｙ
）

ｔ
酉

　

仁
藤
政
雄
（

　
　

〃

　
　
　

）

佐
々
木
破
明
（
プ
リ
ン
グ
ル
吋
斑
.
.
＞
;
i
＾
）

1
1

1
1
－
１
１

Ｊ
（
網
膜
色
素
変
性
症
）

小
泉
栄
一
（

/ﾉ

””

丹
羽
深
沢
中
山

　

保
（
バ
ー
ジ
ャ

周
平
（

　

″

病

ヽ･W

幹
雄
（
ク
ロ
ー
ン
病
）

W

-？/7-



　
　

初
心
に
か
え
り

　
　
　

原
点
み
つ
め
た
運
動
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　

会
畏

　

佐
藤

　

エ
ミ
子

　

多
疾
病
患
ｋ
:
の
Ｗ
ま
り
で
あ
る
あ
せ
び
会
■
*
"

2
£

々
の
立
’
場
で
v
え
る
と
、
泌
た
さ
む
ぬ
思
い
や
、
も

ど
か
し
さ
も
多
い
こ
と
と
思
い
ま
す
。
ｔ
だ
こ
れ
か

ら
の
行
く
手
に
も
多
く
の
問
題
が
山
積
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
総
会
に
寄
せ
ら
れ
た
会
‐
の
方
々
の
御
意

見
に
も
あ
る
よ
う
に
、
お
。
４
い
か
少
歓
名
で
あ
る
と

い
う
こ
と
で
結
集
す
る
以
外
に
Ｉ
あ
ぜ
び
会
の
活
動

の
前
進
は
あ
り
え
な
い
と
思
い
ま
す
。
昨
年
度
お
き

た
役
員
会
の
意
見
の
不
一
致
も
す
、
へ
て
は
会
の
麗
展

を
願
い
、
議
論
を
た
た
か
わ
せ
た
こ
と
で
あ
り
ま
す
Ｉ

し
か
し
私
個
人
の
肉
体
的
限
界
と
、
会
の
財
政
問
題

か
か
ら
み
、
一
部
誤
解
が
Ｉ
じ
た
こ
と
も
事
実
で
す
。

こ
の
点
に
つ
き
ま
し
て
は
、
私
の
不
徳
の
い
た
オ
と

こ
ろ
か
ら
、
会
員
の
袴
様
に
は
、
。
ご
不
安
や
ご
迷
感

を
お
か
け
し
た
こ
と
を
、
心
か
ら
お
わ
び
申
し
Ｌ
け

ま
す
。

　

お
も
え
ぱ
過
ぎ
去
り
し
二
年
間
、
私
に
と
っ
て
は

内
外
共
に
多
１
多
覧
を
き
わ
め
、
心
碍
の
か
ぎ
り
で

し
た
、
し
か
し
今
は
、
呂
し
か
っ
か
こ
と
、
廿
し
か

っ
た
こ
と
は
水
に
流
し
、
す
べ
て
を
ひ
と
つ
の
教
訓

と
し
て
心
に
き
さ
み
。
も
う
】
度
。
結
成
に
い
た
っ

た
日
の
‘
初
心
に
か
え
り
。
稀
少
難
病
者
ゆ
え
に
陽
の

あ
た
ら
な
い
人
々
と
共
に
精
一
ば
い
の
努
力
を
つ
づ

け
て
ゅ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

そ
れ
に
は
、
常
に
心
が
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事

が
ひ
と
つ
あ
る
と
思
い
ま
す
。
私
達
は
社
会
的
に
少

数
者
で
あ
り
、
錨
い
立
場
の
占
の
災
り
で
す
。
た
と

え
そ
れ
が
佃
人
の
汚
心
が
発
端
だ
と
Ｉ
て
し
、
誤
解
や

う
わ
さ
は
、
一
歩
閥
違
・
凡
ば
、
お
仔
い
の
足
を
す
く

い
、
も
ろ
く
…
朋
わ
て
４
く
と
い
う
こ
と
ち
、
吋
き
か

ゆ
え
の
廿
し
い
人
川
開
係
て
ｊ
ｌ
。

　

あ
尨
ぴ
会
の
原
八
は
、
。
吹
病
や
障
Ａ
:
の
違
い
を

乗
り
越
え
て
、
お
な
い
に
励
ま
し
。
支
え
八
い
っ
て
ゅ

く
」
こ
と
で
し
た
。
そ
れ
は
椙
。
４
舛
解
と
親
吽
女
流

て
す
。
か
り
そ
い
に
も
陣
川
‐
志
傷
つ
け
ふ
う
よ
う

な
こ
と
か
4
＾

'
■
■
　
＼
'

'
-
t
:
い
け
な
い
、
こ
力
こ
と
を
深
く

‐
に
銘
じ
て
、
こ
れ
か
ら
の
運
動
を
続
け
て
４
　
き
た

一
｀
と
思
い
ま
ｆ
。
。
公
員
の
皆
様
も
、
記
ｊ
ご
協
力
い

Ｊ
Ｉ
き
た
く
。
よ
ろ
し
く
ぉ
願
い
巾
し
・
Ｉ
．
け
１
４
．

　

末
筆
に
な
り
ま
し
た
か
、
長
期
に
わ
た
り
き
び
し

い
あ
せ
び
会
活
動
に
、
献
身
的
に
こ
尽
カ
ド
さ
。
た

‐
役
□
の
方
々
に
、
心
か
ら
感
謝
の
£
を
人
し
ま
す
。

　
　

総
会
ア
ピ
ー
ル

　

昭
和
五
十
二
年
十
一
月
稀
少
難
病
者
全
函
連
合
会

　

（
あ
・
せ
び
会
）
を
結
成
以
来
、
七
年
の
歩
み
を
重
ね

て
、
本
日
第
八
回
総
会
を
迎
え
る
に
到
り
ま
し
た
。

会
員
数
も
。
結
成
当
時
の
二
十
名
か
ら
七
百
名
を
越

え
て
お
り
ま
す
が
、
こ
の
こ
と
は
、
稀
少
難
病
者
を

と
り
ま
く
厳
し
い
問
題
が
山
積
し
て
い
る
こ
と
を
如

実
に
物
語
っ
て
お
り
ま
す
。

　

私
達
は
、
本
年
度
も

　

’

・
仄
療
保
険
制
度
の
改
革
に
伴
う
患
者
の
自
己
負
担

　

導
Å
乍
反
対
し
、
難
病
対
策
の
拡
充
と
、
福
祉
を

　

求
め
る
国
会
楕
願
運
動
を
強
力
に
展
開
し
、

―
政
府
当
局
に
対
し
て
も
、
特
定
疾
患
加
査
研
究
費

　

の
増
額
や
、
小
児
慢
性
疾
患
の
年
令
延
艮
と
、
治

　

療
費
の
公
費
負
担
な
ど
の
陳
情
を
続
け
て
、

難
病
患
者
が
、
安
心
し
て
身
を
任
せ
ら
れ
る
医
療
の

充
実
を
願
い
、
差
別
の
な
い
社
会
保
障
制
度
の
確
立

を
目
指
し
て
。
ね
ば
り
強
く
患
者
運
動
を
続
け
て
行

く
こ
と
を
、
こ
こ
に
確
認
い
た
し
ま
す
。

昭
和
五
十
九
年
十
月
二
十
八
日

あ
せ
び
会
第
八
回
総
会

？/

　

－
-



強
く
生
き
て
い
る
方

文
通
し
て
い
た
い
け
ま
せ
ん
か

　

私
は
レ
″
ク
リ
ン
グ
ハ
ウ
ゼ
ブ
、
‥
た
め
。
、
礼
き

な
腫
瘍
の
他
に
側
ｍ
症
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
ト
～
八

十
三
年
に
串
故
で
脊
Ⅲ
に
な
。
・
。
て
中
ｆ
ス
ー
の
～
Ｉ
と

な
り
ま
Ｌ
だ
。
そ
り
た
め
、
毎
‐
と
て
も
仁
使
な
Ｉ

活
で
す
。

　

そ
れ
な
Ｊ
に
、
。
山
年
特
允
外
伽
小
恥
減
少
症
と
な

り
、
レ
ッ
ク
リ
ン
グ
ハ
ウ
ゼ
ン
の
恥
殤
部
に
に
に
び
た

び
大
き
な
内
出
血
を
お
こ
し
ま
す
。

　

今
の
と
こ
ろ
動
め
を
続
け
て
い
ま
す
が
、
い
つ
こ

れ
ら
の
病
乱
や
障
害
が
亜
く
な
ろ
力
と
仁
安
か
あ
り

ま
す
。

　

病
気
に
負
け
で
に
か
ん
は
う
て
む
ら
れ
る
会
Ｄ
の

力
と
知
り
介
い
に
な
り
か
ド
ゾ
こ
男
い
ま
す
。
と
な
た

か
お
手
紙
を
下
さ
い
ま
せ
ん
か
。
に
ぺ
・
れ
は
レ
ッ
ク

リ
ン
グ
ハ
ウ
ゼ
ン
か
商
小
阪
減
少
症
の
み
が
い
い
・
の

で
す
が
、
ど
な
た
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。

　
　
　
　
　
　

堺
市
大
柚
中
町
二
ノ
十
三
ノ
四
一
九

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
々
木

　

和
恵
S
2
8
生

昌
Ｌ
Ｌ
…
…
…

が

　
　

蚕
芸
が
り
Ｉ
フ
レ
ッ
ト

　

進
肝
神
禦
ｙ
家
族
沙
竹
会
妬
藤

県
行
公
長
、
八
貿
二
千
じ
百
人
）
が
、
広
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

Ｉ
麗
に
籾
柚
病
に
対
す
る
正
し
い

理
解
m
め
る
た
め
、
リ
ー
フ
レ
″
ト

［
北
ぷ
巡
要
覧
Ｊ
　
"
写
χ
Ｉ
か
筰
成
し

ち

　

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
は
Ａ
５
判
、
十
五

ぺ
同
連
合
会
の
概
要
な
ど
五
部
祠
成

に
な
っ
て
お
り
、
『
精
神
病
っ
て
伺

？
』
の
項
で
は
「
精
神
病
は
遣
伝
病
で

は
な
く
、
治
泰
病
気
と
な
り
ま
し
ち

重
症
で
あ
っ
て
も
、
屎
師
。
太
人
、
霞

族
、
麗
囲
の
巡
拘
が
あ
れ
ぱ
治
癒
が
司

船
で
す
’
一
と
説
い
て
ぃ
号

／
.
.
…
.
ｉ
≫
£
-
.
.

^
-
.
-
i
.
’
タ

　

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
に
は
、
各
ぶ
表
会
で

運
営
す
る
小
規
俊
猛
勇
設
や
全
道
各

均
の
家
族
会
の
連
絡
先
、
保
健
所
の
社

為
］
復
帰
単
級
の
概
要
な
ど
も
紹
介
さ
れ

て
お
り
、
同
連
合
会
の
太
Ｓ
隆
男
事
務

局
採
は
「
分
裂
病
な
ど
精
神
障
害
者
を

も
つ
ｗ
族
の
方
λ
に
役
立
て
て
い
た
だ

き
た
い
」
と
話
し
て
い
る
。

　

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
は
八
千
部
印
刷
、
札

轜
市
呻
央
区
北
四
西
四
、
札
幌
弘
栄
堂

書
店
札
幌
Ｓ
原
ピ
ル
地
下
店
竺
部
百

円
で
販
売
し
て
い
る
ほ
か
、
同
市
北

区
北
八
西
六
、
松
村
ビ
ル

内
～
（
電
）
札
Ｍ
（
７
５

６
）
0
8
2
2
1
の
同
連

合
会
事
秘
局
に
申
し
込
め

’
一

　

ば
郵
込
し
て
ぐ
れ
る
。
郵

送
で
の
申
し
込
み
に
は
、

送
科
を
含
め
百
二
十
円
分

の
切
手
を
同
舅
す
ｌ
こ
ｙ
‘

χ
○
ｈ
Ｖ

２２-



狛江市難病患者と家族の会会報より

1
9
8
4
年
1
0
月
１
日

　
　
　

が
ん
じ
や
ど
医
療
第
1
0
6
号
よ
り
転
載

Ｉ
健
保
法
改
正
後
の
期
待
乞
漑
る
県
独
自
助
成
Ｉ
Ｉ
Ｉ

　

～
’
腎
臓
病
ｔ
者
の
場
合
‘
く
ｉ

　

健
保
法
介
「
改
正
Ｌ
に
よ
っ
て
、
腎
採
病
鬼
者
の

う
＼
Ｃ
^
･
＜
工
透
析
を
必
尋
＞
Ｊ
す
る
優
性
腎
不
全
の
医
療

費
に
っ
い
７
は
、
血
友
・
病
と
９
り
心
で
一
万
円
が
き

己
負
担
の
最
高
限
度
顧
と
乞
九
ま
し
石
。

人
工
透
析
の
医
療
費
は
、
こ
れ
ま
で
健
保
家
族
や

固
保
加
入
渚
に
つ
い
て
は
、
保
瞼
の
自
己
負
担
分
が

身
休
障
害
渚
福
祉
法
に
も
と
づ
く
更
生
医
療
（
児
童

の
場
合
は
育
成
医
療
）
に
よ
っ
て
ハ
ぷ
費
負
旦
さ
淑
て

い
ま
す
が
、
今
回
新
た
に
対
象
＞
i
C
≪
f
O
健
俄
本
人
に

つ
い
て
も
こ
の
更
生
医
療
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

　

更
生
■
療
に
は
、
そ
の
透
折
患
者
の

　

す
る
世
帯

の
前
年
度
の
所
得
税
額
に
応
じ
て
費
用

心

収
と
い
う

自
己
負
担
が
あ
り
ま
す
町
働
い
て
い
ろ
健
保
水
人

７
　
は
こ
４
費
用
徴
収
額
か
自
己
負
担
限
度
額
の
一
万

円
ｉ
超
え
る
こ
と
タ
ク
な
く
あ
り
ま
Ｖ
ん
。
そ
の
場

合
、
費
用
徴
牧
の
限
度
額
６
一
万
円
と
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
す
．
つ
ま
り
、
人
工
透
析
の
医
療
費
は
、

贋
冷
必
滴
り
降
回
喰
必
浦
弓
ふ
吻

.
'
-
*.
1
_
?
・
i
l■
　
ｎ
ｒ
r
　
ｎ

＾

ん
ふ
あ
う
か
家
族

負
担
額
は
一
万
円

乙
あ
ｙ
か
の
肘
を
ｙ
、
す
‘
へ
て
自
己

が
限
度
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
･

　
　
　
　
　
　
　
　
　

ｌ
ｊ

　
　

ｉ
ｄ
－
Ｉ
■
ｊ
１
－

　
　
　

一

秀

　

の
場
合
に
は
≒
更
生
医
療
を
利
用
い
７
'
ｒ
の
費

用

｝
｀収
分
が
実
際
の
自
己
負
担
額
ｋ
Ｑ
り
ま
す
．
例

え
ば
月
額
五
十
万
円
の
治
療
賛
が
か
が
っ
た
健
保
本

人
は
、
｛
割
負
担
分
の
五
万
円
炉
支
払
い
Ｓ
Ｓ
ｐ
Ｕ
Ｏ
り

ま
す
が
ヽ
｛
万
円
を
越
え
r
ｏ
<
ｆ
:
ｔ
*
高
雅
療
養
費
ｔ
し

て
俣
険
で
支
払
力
れ
、
残
り
の
一
万
円
が
更
生
医
療

　

と
こ
ろ
で
す
べ
て
の
透
析
急
患
が
月
額
一
万
円

を
実
際
に
負
担
す
３
か
と
い
う
ヒ
、
了
つ
で
は
あ
り

ま
せ
ん
・
更
生
医
療
の
指
定
病
院
７
　
治
療
を
受
け
る

　
　

Ｉ

　
　
　
　

Ｉ

　
　
　
　

Ｉ
ｉ
ｊ

　
　
　

ｊ

　
　
　

ｌ
ｌ
ｊ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
１
ｓ
ｌ
ｉ
ｌ

心
毎
言
沢
り
卜
言
Ｈ

ば
十
五
瓦
円
＞
i
す
る
と
い
費
一

ｒ
ｒ
>
　
ｒ
　
(
　
^
^
　
―
^
　
.
.
.
.
　
I
２
-

^

ｕ
ｎ
ｉ
ｎ
ｉ
Ｊ
-
m

i

百
八
隷
鴇
謐
畝
昌
箭
４
ｙ
訪

円
に
な
り
ま
寸
ざ
、
通
院
治
療
で
は
一
7
5
三
百
円
、

患
名
が
世
帯
主
７
あ
れ
ば
五
于
百
五
十
円
の
負
担
ｙ
一

な
り
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
入
院
の
場
合
で
も
世
帯
主

で
乃
’
い
場
合
７
　
も
費
用
徴
収
覇
は
一
万
円
か
頭
’
つ
ち

で
す
。
同
じ
例
７
　
も
、
こ
の
患
者
の
か
か
っ
て
い
る

靖
昌
心
耳
認
諮
囃
混
叙
鴨
、
・

　

前
述
の
よ
う
に
健
保
本
人
は
一
定
の
所
得
の
あ
う

人
７
　
す
か
ら
、
費
用
徴
収
頷
が
一
万
円
ｌ
超
え
る
ヶ

Ｉ
ス
は
か
な
り
あ
り
ま
す
・
こ
れ
ま
で
自
己
負
担
の

な
か
っ
亮
健
保
本
人
が
、
月
々
一
万
円
を
生
涯
に
わ

２､ター一一
-



べ名特ん漑は
定
疾
も
治
療
研
究
事
業
の
対
象
と
Ｑ
つ
で
い
ろ

は
次
の
と
お
り
７
　
す
。

－
ソ
病
⑩
難
治
桂
の
肝

肉
節
リ
ウ
マ
チ
⑩
パ
ー

周
囲
炎
⑥
潰
瘍
纒
大
腸
炎
⑩
大
動
脈
炎
・

ユ
ル
が
Ｉ
病
⑤
天
危
癒
⑩
脊
髄
小
脳
安

－
ソ
嫡
⑩
昧
治
陛
の
肝
炎
？
つ
ち
副
舜

‥
‥
痢
ス
０
　
後
縫
粉
市
骨

病
⑩
ウ
ィ
リ
ス
動
脈
柿

雛
附
言
訂
が

な
る
）

'は節ゲンア月排痛
炎症候

ふ

　

■■群
＠
ピ

○
-
Ｎ
Ｄ

炎
⑩
悪
政

-
*
・
／
Ｄ
イ
ド

ト
ン
舞
踏

二症ナ
Ｉ
肉
芽

」
が
対

十
六
と

以
上
の
疾
恵
の
ぼ
か
、
都
道
府
県
の
独
自
事
業
と
し

て
、
国
の
対
象
疾
患
よ
り
拡
大
し
て
他
の
疾
恵
ｔ
公

費
負
担
し
て
い
る
自
治
体
が
あ
り
ま
す
。
石
だ
し
、

都
道
府
県
独
自
の
難
病
公
貴
疾
ｔ
は
健
保
本
人
も
対

象
に
す
る
か
ど
っ
か
は
ヽ
各
自
治
体
に
よ
っ
て
異
っ

て
さ
ま
す
。
ま
尽
、
、
難
病
の
場
合
、
押
の
擾
桂
疾
患

と
図
４
　
、
入
院
が
長
期
に
ホ
を
る
場
合
が
多
く
、
差

額
室
料
や
付
添
看
護
料
な
ど
保
瞼
連
用
外
の
医
療
費

負
植
が
参
て
。
μ
砲
尽
貝
担
さ
が
鳶
乞
し
て
も
患
渚
の

負
担
は
軽
藻
さ
れ
ま
せ
ん
。
今
回
の
「
改
正
Ｌ
で
特
定

　

－
－
―

刀
訓
斟
先
端
医
療
の
一
節
保
瞼
適
用
ｕ
医
廬
差
別

療
１
　
費
制
隻
が
導
入
之
れ
、
室
料
ｔ
冪
の
厦
牧
か
貳

認
ざ
れ
乃
ほ
で
高
度
先
端
m
l
療
の
一
部
保
瞼
遺
用

が
認
め
ら
漑
ま
し
尽
が
で
』
れ
ら
は
貧
富
の
差
に
よ

る
医
療
差
別
が
公
だ
と
持
ち
込
ま
れ
う
こ
と
に
な
り
、

難
疾
患
名
の
医
療
費
保
障
を
拡
大
し
芦
、
と
い
う
こ
と

に
は
乙
り
ま
ど
ん
。
確
立
之
が
た
医
療
数
術
に
つ
い

７
は
全
面
的
に
保
瞼
適
ｉ
を
す
べ
さ
で
あ
り
、
難
癖

の
よ
う
に
原
因
、
治
療
法
£
勿
か
ら
ｏ
い
愚
恚
に
と

っ
て
は
医
5
I
H
－
の
　
　
を
　
＆
　
　
、
。
‘
く
″
　
　
る
ご

I - - ＝2'ダ
-



と
は
強
い
願
い
で
す
。
節
分
的
な
９
　
喧
適
用
で
は
お
金

の
な
い
名
ぱ
最
新
の
医
療
を
受
け
ろ
痍
会
を
制
限
を
ポ

ろ
ご
＞
Ｊ
Ｌ
ｉ
Ｏ
り
か
ね
ま
述
ん
。

　

難
病
１
　
者
の
場
合
、
健
保
本
人
乙
言
め
て
ハ
ム
費
員
担

さ
れ
自
己
負
担
は
乃
い
と
は
い
っ
て
も
、
ヤ
煮
は
前
述

の
二
十
六
疾
患
に
っ
ふ
て
ぢ
け
で
あ
っ
て
そ
の
他
の

難
病
に
か
か
つ
八
ヽ
場
合
は
五
万
一
千
円
の
範
８
７
自
己

負
担
が
あ
り
ま
す
。
対
象
疾
島
の
拡
大
が
急
務
７
　
す
。

A
ｉ
ｍ
道
、
医
協
１
１
り
転
載

よ
そ
か
じ
で
す
か

諜
達

　
　
　

新
し
く
な
・
つ
だ
制
度

　

十
月
一
日
よ
‥
り
博
康
保
贋
本
人
の
一
割
負
叔
が
施

行
さ
ホ
ま
レ
乃
。
ヴ
、
ポ
に
と
尼
な
い
新
緑
ゼ
ポ
だ
制

度
、
つ
け
加
呂
り
肌
乃
制
度
の
紹
介
を
し
ま
す
。

　

退
曝
者
医
廠
制
度
＝
対
象
は
七
〇
拳
床
満
不
国
保

加
入
の
退
薦
灸
忽
齢
年
金
受
論
堵
）
及
び
？
の
家

族
。
本
人
は
入
院
・
外
来
＞
４
＞
ａ
ニ
参
負
号
客
旅
は

入
院
こ
割
、
外
乗
三
割
負
担
７
　
す
。

　

仮
名
琲
１
　
被
保
険
名
制
度
＝
以
前
か
ら
の
制
度
７
　

す
が
二
年
向
の
期
限
が
あ
り
ま
し
た
’
サ
玉
が
ｒ
五

十
五
条
以
上
７
　
資
格
誓
失
し
た
き
の
に
つ
い
て
は
二

年
を
こ
え
５
場
合
で
も
六
十
乖
に
達
す
る
ま
７
　
の
間

は
涙
格
を
有
す
る
こ
と
が
７
　
き
る
Ｌ
と
い
う
の
か
加

え
ら
治
ま
し
応
。
こ
れ
ら
の
方
は
も
右
う
ん
、
五
十

五
恭
を
こ
え
ｃ
任
意
継
続
に
乃
’
り
現
孤
客
継
続
中
の

方
は
引
き
っ
づ
き
六
十
。
歳
ま
ｌ
ｌ
が
あ
り
ま
す
。

（
た
だ
し
年
金
を
受
給
し
て
い
る
ち
は
該
当
し
ま
～

ん
）

　

特
定
疾
碁
の
■
Ｋ
？
=
一
割
負
ａ
!
ｔ
５
≪
(
≪
負
を
レ
）
な
り

ま
す
。
申
鵠
が
ま
ぞ
の
方
は
最
寄
り
の
保
僧
所
で
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

身
障
手
帳
丁
二
級
を
持
つ
７
い
る
方
ａ
一
割
負

担
の
助
成
が
あ
り
ま
す
。
（
苫
ふ
牧
市
は
三
級
ま
で
）

受
給
１
カ
ー
に
が
あ
‥
リ
ま
す
の
で
保
険
証
に
添
え
窓

ロ
ペ
提
出
し
て
く
だ
Ｚ
い
。

　

被
爆
名
手
帳
を
持
つ
７
い
う
ち
１
従
素
通
り
自
己

負
担
分
は
ハ
ム
費
７
　
扱
い
ま
す
。
指
定
外
病
院
７
培
凍

を
受
け
た
時
は
最
寄
り
の
保
健
所
か
差
の
保
健
予
防

課
に
塀
求
し
て
く
だ
さ
い
・

　

給
核
予
防
法
・
精
神
鳶
色
法
の
該
当
の
方
１

入
所
、
措
置
入
院
の
時
は
基
本
的
に
は
十
割
が
公
費

負
泄
と
な
り
ま
寸
。
（
所
碍
に
よ
っ
て
自
己
１
包
が

あ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
）
通
院
は
医
療
着
蚕
体
の
五

％
の
負
釜
が
あ
り
ま
す
。
以
上
の
事
項
７
　
す
が
復
兼

７
　
あ
り
矛
眉
し
た
ゑ
も
あ
り
ま
す
・
不
明
乃
’
鳶
は
遠

鳶
Ｑ
く
ご
質
間
く
だ
さ
い
’

　

筰
一
匹
４
　
禎
病
院
相
談
室
･
ｍ
ｍ
ソ
よ
マ
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
＆
利
干
子

パ
ン
匂
う
煙
発
無
月
の
バ
ン
エ
場怨

か
な

？やｰ
-



詣
認
証
靫
駿
口
裂
乱

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

－

　
　
　
　
　

Ｉ
ｊ
Ｍ
―
"
≫
―t
u
r
a
r
*
.
.

成
果
を
行
政
に
反
映
で
せ
て
い
く
の
は
患
者

腿び乙｡書
¬

御咋亙ぞ迫肝
－よね想会が炎評

読りがい７ヽと友“
の
会
か
ら
贈
う
衣
’
陽
に
キ
ュ
メ
ン
ト
肝
炎
」

をぬい出も

　
　
　
　
　
　
　

－

　
　

■

■
-

■
■

■
■

V
4
J
U
｡
:
>
'1

涙
な
く
は
読
め
こ
い
肝
炎
碁
名
の
さ
に

現
在
ま
７
　
に
五
名
亡
く
な
っ
て
い
る
こ

し
そ
、
一
日
乙
早
い
肝
・
突
岫
療
法
の
進

一
才
二
国
民
病
に
と
言
力
れ
る
肝
炎
克
服

が
わ
ず
に
は
い
う
漱
つ
い
。

お
す
す
め
し
石
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
は
ら
）

ド
キ
ュ
メ
ン
ト
肝
炎
Ｌ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

樋
口
今
日
子
兼

　

肝
炎
ウ
ィ
ル
ス
の
石
め
に
慢
性
肝
炎
、
肝
硬
変
、

肝
ガ
ン
に
苦
し
む
人
は
六
＋
9
七
十
万
人
。
発
角
し

Ｉ

　

Ｉ

　
　
　
　
　
　
　
　

ｒ

中
に
特
っ
て
い
r
Ｏ

え
ろ
に
ど
い
わ
ポ
ま

し
よ
う
と
、
肝
炎

動
労
渚
医
療
協
会

・
ワ
ボ

　

社
会
的
鳥
‘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ｓ

　
　
　
　

ｄ

　

四
ｊ
ｊ
四
Ｊ
－
―
ｌ

　

ｓ

　
　

ｇ

　

ｔ

２
り
く
み
を
開
妬
し
乃
医
師
、
看
護
婦
な
ど
の
医
療

集
団
≒
そ
れ
に
励
ま
き
木
て
能
坂
さ
れ
た
ゑ
者
組

織
「
ウ
イ
ル
ス
肝
水
へ
友
の
会
Ｌ
の
活
動
乃
’
ど
か
迫
力
も

っ
７
塔
乏
出
２
九
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

l
d

　

1
1
1
1
j

　

－

　
　

ｌ

　
　

ｌ

事
業
’
と
し
て
や
漑
ろ
か
ど
う
か
ず
問
題

だ｀九つ

　

゜をい

差
別
に
苦
し
居
蕩
名
た
る
’
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